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概 要

特 ⾧

実用化イメージ と もたらされる喜び・驚き

今後の課題

求める連携先 と メッセージ

●暮らしの質を向上するには、快適な温熱環境が必要。
●気流温度をその場で可視化計測し、温熱環境の改善に役立てる。
●「流体温度場スキャナ」は、温度センサの移動軌跡をカメラで

撮影し、撮影画像上に測定対象の温度分布を手軽に可視化する。

●センサ（極細のK型熱電対、直径 13 μm）
とLEDからなるプローブを手で動かすだ
け。

●USBカメラとノートPCとの組合せで手軽。
●従来の流体温度場の多次元計測では、研究

用レーザが使用されるため、複雑・高価で
安全にも配慮が必要。

●赤外線サーモグラフィは，表面温度を計測
しており、流体温度の計測は不可。

●より太いセンサでも，実現可能。
（ただし，応答遅れの補償技術が必要。）

手軽さ 価格 安全性

本技術 ○
可搬性に優れる

◎
センサ製作費のみ

○
食品工場でも

レーザ計測 △
専門知識が必要

△
システムが複雑

△
高出力レーザと

トレーサ粒子が必要

●気流温度分布のコンパクトな可視化システム
センサ、USBカメラとノートPCからなる手軽なシステムのため、
自由に持ち運び可能で、どこでも簡単に温度分布の可視化ができる。

●温度センサの小型化・無線化
●３次元位置計測の高精度化
●タブレットPC上での可視化結果の表示や保存
●測定対象となる物理量の種類（速度や湿度など）

●厳しい温熱環境下での作業時における作業者の安全確保や、熱流体機器の設計開発においても、
流体温度を簡便に短時間で可視化できる技術が望まれています。

●実用化を視野に入れた研究開発を共同できる連携先を探しています。

カメラ

計測プローブ
（温度センサと

認識用のLED）
測りたいところをスキャン

温度分布

タブレットPC
無線接続のプローブ

内蔵カメラを利用

流体温度場スキャナによる
気流温度分布のリアルタイム可視化計測
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試作品の状況

特⾧が発揮される仕組み

技術の特⾧の根拠となる実験データ等

文献・特許の情報

●細線温度センサの応答遅れは、一次遅れ系で近似できる。
その時定数は、センサ直径と流速に依存して大きく変わる。

提示可
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常温空気流中でのK型熱電対の時定数

直径の異なる２本の線を同時に用いると、センサ出力から
時定数を推定できる。

●適応応答補償法（二線式熱電対の利用）

推定される流体温度の差 𝑒 を
最小化するように時定数を決定。

極細熱電対は応答遅れによる測定誤差は小さい。線径が太い場合には、応答補償が必要。

※添え字の数字は異なるセンサを表す。

測定対象の温度分布
（計測時間は約２時間）

୥

流体温度
センサ出力

（検知温度）

時定数 時間

応答補償前 𝑇ଵ 応答補償後 𝑇୥ଵ

（計測時間は１秒。応答補償により正確に温度分布が得られる。）
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